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本誌について

　当ＪＡは令和４年４月１日に静岡県東部地区８ＪＡが合併し、発足しました。

　合併にあたり、ＪＡなんすんを存続ＪＡとして合併手続きを行ったことから、本誌のうち令和

３年度以前の項目については、ＪＡなんすんの内容及び実績を記載しています。



組合員をはじめ地域の皆さまには、平素より格別なるご愛顧、お引
き立てを賜り厚くお礼申し上げます。

本年も当ＪＡに対するご理解を一層深めていただくため、主な事業
の内容や組織概況、経営の内容などについて、わかりやすくまとめた
ディスクロージャー誌を作成いたしました。皆さまが当ＪＡの事業を
安心してご利用いただくための一助として、ぜひご一読いただきます
ようお願い申し上げます。

さて、私たちを取り巻く環境はコロナ禍から日常の落ち着きを取り
戻し、経済活動が活発化する中で、雇用や所得環境は緩やかな回復基
調にあります。しかしながら、食と農業の情勢におきましては、国際
紛争や気候変動を背景に、穀物の食料価格指数が高水準で推移し、日
常的に消費する食料品の多くが値上げされるなど、依然として多くの
課題を抱えている状況です。輸入依存度が高く、食料安全保障の課題
が顕在化している中、国は、「食料・農業・農村基本法」を見直す検
討を進め、25年振りの改正を決定いたしました。

こうした情勢の中、令和５年度は、「ＪＡふじ伊豆２か年計画〜組
合員とともに創造“農業と協同の未来”〜」及び「自己改革工程表〜持
続可能な農業・地域共生の未来づくり〜」を策定し、「生産基盤」「事
業基盤」「組織基盤」「経営基盤」の４つの基盤の強化に向け、計画を
実践いたしました。

地域農業振興の取り組みは、農家組合員や生産者組織との協議を重ねて策定した品目別振興計画書に基づき、広
域で振興を図る「主要品目」と地域特性を発揮して振興を図る「地域戦略品目」を主軸とした生産振興を進めてま
いりました。その中で、柑橘では令和５年５月に東部地区柑橘委員会と柑橘サミットを開催し、レモンの振興計画
について協議いたしました。またワサビでは、品質が高く評価され、国内外での販売が堅調であり、苗の安定供給
体制の構築を進めました。

販売におきましては、管内の集出荷場やファーマーズマーケット・直売所を結ぶ流通網である「販売物流プラッ
トフォーム」の稼働を強化し、前年対比38.1％増の181百万円の取扱高となりました。また、国内におけるインバ
ウンド需要は依然好調であることから、農水省が推奨する「農泊食文化海外発信地域・ＳＡＶＯＲ ＪＡＰＡＮ（セ
イバー ジャパン）」の推進体制の構築に協調し、令和５年５月に静岡県東部地域を管轄する「富士山麓・伊豆半島
食の魅力推進協議会」を発足し、10月には、取組計画が国の認定を受けました。

生活文化事業におきましては、コロナ前までの規模とは言えませんが、農業祭・農協祭を開催し、全体で約10
万人の方にご来場いただきました。女性部や青壮年部では、地域を超えた相互理解のために地区本部交流会を実施
しました。また部員の学習活動機会として青壮年部勉強会や相続・遺言セミナー等を開催いたしました。

信用事業におきましては、組合員向けの金融セミナーを充実させ、資産形成や資産運用等の重要性について、ご
理解をいただけるよう努めました。また、相続セミナーを開催し、遺言の必要性や相続や贈与、税制について、わ
かりやすくご案内いたしました。

共済事業におきましては、総合的な監督指針の改正を踏まえ、法令等の遵守や公的保険制度に関する適切な理解
を確保するための職員教育に取り組みました。組合員・利用者の皆さまに対しましては、様々なリスクに対する保
障の必要性を適切に説明し、最良のサービスと安心・信頼の保障を提供するようご案内いたしました。

組合員組織に関する取り組みとしては、組合員の皆さまの意見要望を集約し、ＪＡの事業運営に反映させるため、
各地区での支店運営委員会や地区本部運営委員会、本店での地区本部運営委員会代表者会議を開催いたしました。
今後もいただいた意見を基に事業運営を展開していきます。

経営基盤の確立・強化に関する取り組みとしましては、経営の健全性確保に向けて導入された早期警戒制度も踏
まえて対応を進めております。赤字が慢性化している営農経済事業の収支改善は喫緊の課題のひとつであります。
このため、組合員の皆さまのご理解のもと、地区を管轄する営農経済センターから出向く事業体制に移行し、効率
化を図りました。加えて、静岡県信連をコンサルタントとする「営農経済事業の成長・効率化プログラム」を伊豆
太陽地区及び三島函南地区に導入し、向こう３年間で収支改善に取り組んでまいります。

これからもＪＡに求められる基本的使命や社会的責任を念頭に、地域の皆さまに信頼され安心してご利用いただ
けるＪＡを目指して、各事業誠実に邁進してまいりますので、今後ともなお一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

　令和６年７月

代表理事組合長 梶 毅

ごあいさつ



ビジョン

ミッション

コアバリュー

経営理念

ミッション（使命）

わたしたちは、
地域と共に豊かな自然『水、緑、大地』を守り、
安全・安心で喜びあふれる『食と農』を追求し、
サステイナブル（持続可能）な社会の実現に
貢献します

◆地球環境の保全と地域社会に貢献します
◆農業イノベーションの先頭に立ちます
◆くらしと食の新たなステージをつくります
◆選ばれ続けるＪＡを目指します

ビジョン（目指す姿）

コアバリュー（中核的価値観）

◆協同　地域と共に歩む助け合いの組織であること
◆人財　組合員・職員こそ財産であること
◆挑戦　変化をおそれず考動し進化し続けること
◆傾聴　ホスピタリティ精神で互いに尊重し高めあうこと

富士伊豆からつなぐ
～ 大 地 と地 域 と農 業 のみらい～

◇総代会制度

当JAの総代

　当ＪＡは、農業者により組織された協同組合であり、組合員の「相互扶助」
の精神を基本理念に、組合員一人ひとりの意見に基づいて運営される協同
組織です。正組合員により構成される総会は、ＪＡの最高の意思決定機関で、
正組合員は出資口数に関係なく、１人１票の議決権を持ち、総会を通じて
当ＪＡの経営に参加することとなります。
　しかし、当ＪＡでは正組合員数が非常に多く、総会を開くことが事実上困
難であります。そこで、正組合員の総意を適正に反映し、充実した審議を
行うため総会に代えて総代会制度を採用しています。
　この総代会は、正組合員一人ひとりの意見が当ＪＡの経営に反映されるよ
う、正組合員の中から選挙された総代により構成され、定款・諸規程の変
更・設定・廃止の決定、単年度事業計画や中期計画、理事・監事の選任等
の重要事項を決議します。

◇当JAの機関の内容
　当ＪＡは、「総代会」の決定事項を踏まえ、総代会において選出された理事
により構成される「理事会」が業務執行を行っています。また、総代会で
選任された監事が理事会の決定や理事の業務執行全般の監査を行っていま
す。
　組合の業務執行を行う理事には、組合員の各層の意思反映を行うため、
青年担い手や女性などからも理事の登用を行っています。これは、改正農
協法の理事構成要件にも適合しているものです。また、信用事業について
は専任担当の理事を置くとともに、監事には農業協同組合法第30条に規定
する常勤監事及び員外監事を設置し、ガバナンスの強化を図っています。

◇運営委員会制度
　当ＪＡでは地区の組合員と密接な連絡協調を図りながら、意思の反映を高
めていくため、総代会とは別に、管内82地区それぞれに組合員や、組合員
が構成員となっている部農会等の組織、またはＪＡ関係団体より推薦された
者等で構成する「支店運営委員会」を設置しています。
　「支店運営委員会」での意見は、支店運営委員会の代表者で構成する「地
区本部運営委員会」、さらには「地区本部運営委員会代表者会議」を通じて、
意見・要望をうかがうなど、組合員・地域の皆さまとのコミュニケーショ
ンを大切にし、経営改善に取り組んでいます。

総代の任期は３年です。
総代の定数は802人で、管内（沼津市、熱海市、三島市、
富士宮市、伊東市、富士市、御殿場市、下田市、裾野市、
伊豆市、伊豆の国市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、
松崎町、西伊豆町、函南町、清水町、長泉町、小山町）
８地区を選挙区として総代数を定めています。

・
・

総代は、正組合員の代表として当ＪＡの経営に関する重
要な事項を決定する役割を担っています。
そこで、総代の選出は、定款附属書・総代選挙規程に
基づき、それぞれの選挙区ごとに正組合員が投票する
選挙により行っています。

⑴ 任期・定数

⑵ 選出方法
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事業の概況
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

Ⅰ	 組合の事業活動の概況に関する事項

1.	 事業と経営環境

２.	 組織・事業再編
令和４年３月の旧ＪＡ御殿場理事会の決議に基づき、令和５年８月に御殿場地区須走支店を北郷

支店に統合しました。また、令和６年３月に北郷営農経済センター米低温倉庫を建て替えました。
令和２年５月の旧ＪＡ富士宮理事会の決議に基づき、ふじのみや資材館をオープン後、令和５年

９月に富士根支店・富士宮北部支店・白糸支店の購買業務を終了しました。また、令和５年10月の
理事会の決議に基づき、令和５年12月に三島函南地区北上支店・中郷支店・よりそいプラザ大竹・
よりそいプラザ畑の購買業務を継承店舗へ集約し、一部店舗を廃止しました。
不稼働資産について、令和５年６月に御殿場地区御殿場市東田中土地、令和５年９月に伊豆太陽

地区旧須崎店土地、令和５年11月に伊豆太陽地区旧三浦店土地、あいら伊豆地区旧上多賀製茶工場
土地、令和５年12月に富士宮地区富士宮市粟倉土地、令和６年１月にあいら伊豆地区伊東市八幡野
土地、御殿場地区旧須走支店の土地建物、富士宮地区富士宮市猪之頭土地、令和６年２月に伊豆の
国地区旧本立野支店土地、令和６年３月に伊豆太陽地区旧竹麻支店土地建物を売却等しました。
新本店建設については、本店建設委員会での協議を重ね、令和５年４月に基本計画及び農振除外

申請が行政に受理されました。

ロシアのウクライナ侵攻、イスラエル・パレスチナの武力衝突等、国際情勢は不安定な状態が続
いております。また、例年にない酷暑により農作物に被害が及びました。さらに資源高や円安等が
要因となり肥料・燃料等の生産資材の価格は高止まりしており、地域経済・農業環境は大きな影響
を受けました。
このような中、「ＪＡふじ伊豆２か年計画～組合員とともに創造“農業と協同の未来”～」及び

不断の自己改革の実践に向けた「自己改革工程表〜持続可能な農業・地域共生の未来づくり〜」の
初年度として、生産基盤・事業基盤・組織基盤・経営基盤の強化に取り組みました。生産基盤の強
化では、ドローンをはじめとしたスマート農業の導入による作業の省力化・効率化・生産性向上の
支援や、農家組合員の要望を基にした生産資材助成制度「あぐりサポート事業」の利用促進による
農業経営支援等を行いました。また、ファーマーズマーケットでは「販売物流プラットフォーム」
により他産地へ流通を広げることで品揃えを充実し、さらにはＥＣサイトやカタログ販売も拡充す
ることにより、ＪＡから直接、消費者へ安全・新鮮・おいしい農畜産物をお届けするための販売強
化を行いました。組織基盤の強化では、組合員加入促進運動を実施するとともに、支店・地区本部
運営委員会をはじめ、生産組織、女性部、青壮年部との対話を通じ、課題の把握や解決に取り組み
ました。また、行政等への農業政策要請を行いました。

1
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４.	 経営の健全性

２.	 ＪＡふじ伊豆次期３か年計画の策定

３.	 持続可能な経営基盤の確立・強化

自己資本比率は、利益準備金や積立金等の内部留保に努めた結果、16.08％と最低自己資本比
率規制の４％はもとより、ＪＡバンク自主基準の８％をも大きく上回っています。これからも十
分な健全性を保ち、組合員の皆さまがＪＡを安心してご利用いただけるよう経営を展開していき
ます。

現２か年計画の結果を総括するとともに、令和７年度から令和９年度までの中期計画を策定し
ます。農業協同組合の使命である農業生産基盤の強化を引き続き最優先事項と位置づけ、持続可
能な経営基盤の確立・強化を念頭に、組合員の皆さまからいただいた評価や意見を踏まえ、計画
を策定します。

早期警戒制度※１を踏まえた成り行きの将来予測では、事業利益や職員の減少が見込まれるこ
とから、策定した収支改善施策を確実に実践するとともに、各部門の業務整備や事業所のあり方
についても検討を進めます。収支改善が喫緊の課題である営農経済事業については、事業の利用
状況や今後の見通しを踏まえて効率化を進めます。
固定資産の取得においては、令和８年度までに新本店及びファーマーズマーケット棟の建設を

計画しており、併せて老朽化施設等の更新においては、安全性や収益性を重視し、計画に基づき
適切な投資を実施していきます。

Ⅱ	 組合が対処すべき重要な課題

1.	 ＪＡふじ伊豆２か年計画及び自己改革工程表の実践
中期計画最終年度として、基本目標に基づく施策を完遂し、将来にわたりさまざまな環境変化に

対応できる「生産基盤」「事業基盤」「組織基盤」「経営基盤」の確立・強化を目指します。
また、自己改革工程表の進捗に関しましては、半期ごとに組合員の皆さまにご報告するとともに、

生産部会や運営委員会における対話の中でいただいた評価や意見を集約し、次期計画や事業運営に
反映します。

３.	 決算の状況
令和５年度の決算は、事業総利益219億3,190万円（計画対比 100.9％）、事業利益は10億6,840

万円（計画対比 168.7％）となりました。また、税引前当期利益は11億8,616万円（計画対比
71.3％）となりました。
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５.	 共済事業向けの総合的な監督指針の改正※２に対応した共済事業の展開
組合員・利用者の満足度の向上を図ることを目的に推進担当者認証制度※３を導入し、事業を

展開します。公的保険制度や共済等に関する知識の習得をはじめ、適正な共済推進活動を行うた
めの十分な職員教育を行い、利用者ご本人の意向を踏まえた保障のご提案やフォロー訪問活動の
実践を通じて、最適な「ひと・いえ・くるまの総合保障」をお届けします。

※１　早期警戒制度：行政によるＪＡ経営状況のモニタリングに用いる「系統金融機関向け総合的
な監督指針」の改正（令和４年１月１日施行）に伴い、金融機関に将来の収支見通しを踏
まえた健全性の維持・向上に向けた経営改善を促すための制度

※２　共済事業向けの総合的な監督指針の改正：公的保険制度の適切な情報提供、信用事業を悪用
した共済事業の不祥事件の未然防止、推進目標の達成のための不必要な共済契約の防止を
図るための改正（令和５年２月施行）及び共済推進管理態勢の明確化や利用者保護を図る
ための改正（令和６年１月施行）

※３　推進担当者認証制度：適正な推進活動を展開し、組合員・利用者の満足度の向上を図ること
を目的に、「推進担当者」に必要な認証要件を定めた制度

４.	 マネー ･ ローンダリング等防止及び反社会的勢力等との対応態勢の強化
マネー ･ ローンダリング等防止及び反社会的勢力等との取引排除の重要性を認識し、経営戦略に

おける重要な課題の１つとして位置付け、法令等や政府指針を遵守するため、当ＪＡの特性に応じ
た態勢を整備します。
また、適切な措置を適時に実施できるよう、経営陣が管理態勢確立等について主導性を発揮し、

組織横断的な対応の高度化、専門性や経験を踏まえた経営レベルでの戦略的な人員確保・教育・資
源配分等を実施し、マネー ･ ローンダリング等防止及び反社会的勢力等との取引排除について周知
徹底を図ります。
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組合員や利用者の皆さまが安心してＪＡをご利用いただくために、法令遵守等コンプラ
イアンス態勢・内部管理態勢・持続可能な経営基盤を構築・確立します。そのための『内
部統制に関する基本方針』を以下のとおり策定し、適切な内部統制の構築及びその運用に
努めます。

１．理事や職員の職務の執行が法令や定款を遵守するための体制
　⑴　ＪＡの経営理念を共有し、コンプライアンスの重要性を認識することで、役職員は

常に法令・規則や定款等を遵守して行動します。
　⑵　法令や定款・諸規程等に違反する重要な事実を発見した場合には、監事に報告する

とともに、対応策を協議・検討し速やかに是正します。
　⑶　内部監査部署は、内部統制の検証・評価を行います。また、内部監査で指摘を受け

た部署は、速やかに必要な対策を講じます。
　⑷　業務に関して倫理や法令に抵触する可能性のある事項について、役職員等が相談や

通報ができるヘルプライン制度を適切に運用し、法令違反等の未然防止に努めます。
　⑸　監事監査、内部監査、監査人は密接に連絡し、適正な監査を行います。
　⑹　「マネー・ローンダリング等及び反社会的勢力等への対応に関する基本方針」等に

基づき、反社会的勢力に対しては、毅然とした態度で臨み、一切の関係を持ちません。
　⑺　業務上知り得た当ＪＡ及び関連会社の取引先に関する未公表の重要事実を適切に管

理する体制を整備します。

内部統制に関する基本方針

Ⅲ	 その他組合の事業活動の状況に関する重要な事項

1.	 業務の適正を確保するための体制
組合員・利用者の皆さまに安心してＪＡをご利用いただくために、「内部統制に関する基本方針」

を策定し、ＪＡの適切な内部統制の構築・運用に努めています。
なお、近年、国内金融機関には、マネー・ローンダリング対応の強化や取引先情報管理の徹底等、

より一層高い水準の内部統制の構築・運用が求められていることから、「マネー・ローンダリング
等及び反社会的勢力等への対応に関する基本方針」への対応及び「内部者取引管理規則」に基づく
対応について本方針について明記するなど、令和５年８月の理事会において「内部統制に関する基
本方針」を変更しています。（下線部が変更箇所）
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２．理事の職務の執行に係る情報の保存・管理に関する体制
　⑴　文書や情報の取扱いに関する方針や規程にしたがい、理事会や委員会の議事録等の

職務執行に係る情報を適切に保存・管理します。
　⑵　個人情報保護に関する規程を整備し、個人情報を適切に保存・管理します。
３．損失の危険の管理に関する規程等やその他の体制
　⑴　様々なリスクに対応するため、リスク管理の基本的な態勢を整備します。
　⑵　ＪＡの事業活動で発生しうるリスクを把握・評価し、損失のリスクを適切に管理し

ます。
４．理事や職員の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　⑴　役職員が効率的に職務を遂行することができるよう、職制、機構や業務分掌を明文

化し、指揮命令系統を明確にします。
　⑵　中長期の視点を踏まえて、事業計画や部門別事業計画を策定します。また、目標の

管理を適切に行い、事業計画の達成に向けた効率的な管理を行います。
　⑶　各業務における規程やマニュアル、業務手続書等を整備し、効率的に業務を執行し

ます。
５．監事監査の実効性を確保するための体制
　⑴　監事が円滑に職務を執行し、監事監査の実効性が確保できる体制を整備します。
　⑵　監事と定期的に協議を行い、十分な意思疎通をはかり、監事の効率的かつ効果的監

査の実施を支援します。
６．子会社における業務の適正を確保するための体制
　⑴　「子会社等管理規程」に基づき、事業に関する重要な方針、事項を監督し、適切な

指導を行います。
　⑵　「子会社等管理規程」に基づき、子会社等の事業計画の達成、法令等の遵守状況等

を適切に監督します。
７．財務情報等その他組合情報を適切かつ適時に開示するための体制
　⑴　会計基準や法令等を遵守した各種規程を整備し、適切な会計処理を行います。
　⑵　適正な財務報告の作成のため、決算担当部署に必要な人員を配置します。また、会計・

財務等に関する専門性を向上させるための人材育成に努めます。
　⑶　法令の定めに基づき、ディスクロージャー等を通じて、財務情報の適切な開示に努

めます。
　⑷　財務諸表の適正性、財務諸表作成に係る内部監査の有効性を確認し、その旨をディ

スクロージャーに記載します。
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２.	 内部統制に関する基本方針の運用状況
法令遵守の徹底や、より健全性の高い経営を目指し、組合員・利用者の皆さまに安心してＪＡ

をご利用いただくために、業務の適正を確保するための体制づくりに取り組んでおります。その
ために策定した「内部統制に関する基本方針」に基づき、令和 5 年度に取り組んだ内容に係る
運用状況は次のとおりです。

⑴　理事や職員の職務の執行が法令や定款を遵守するための体制
　基本理念を実践するため、役職員の行動規範、倫理基準を定め、定期的な研修会の開催を通
じて、コンプライアンス意識の向上に努めています。また、業務分掌等により、各理事の所管
業務を明らかにし、各理事のもと内部統制の構築・運用を行うことを明確にしています。加え
て店内検査、内部監査の実施、ヘルプライン制度の設置・運営により、不法行為の早期発見に
努めています。

⑵　理事の職務の執行に係る情報の保存・管理に関する体制
　理事会や委員会の議事録等の職務執行に係る情報及び個人情報については方針・規程にした
がい、適切に保存・管理しています。

⑶　損失の危険の管理に関する規程等やその他の体制
　ＪＡを取り巻くリスクの把握に努めるとともに、理事会等で定期的に協議・検討を行ってい
ます。

⑷　理事や職員の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　中期経営計画及び事業計画を策定し、その進捗状況を月次で把握しています。また、教育訓
練計画を策定し、中長期的な視点から人材育成に取り組んでいます。

⑸　監事監査の実効性を確保するための体制
　理事と監事は、業務の運営や課題等について、定期的に協議を行っています。また、内部監
査部署には監事と十分に連携するよう指示し、監事監査の実効性が確保できるよう支援してい
ます。

⑹　子会社における業務の適正を確保するための体制
　子会社管理規程を制定し、子会社における内部統制構築・運用の支援やリスクの把握に努め
ています。

⑺　財務情報等その他組合情報を適切かつ適時に開示するための体制
　経理規程・要領等を整備し、適切な会計処理の選択、会計上の見積りを行うことに努めてい
ます。

　なお、上記の項目については、監事がその運用状況を監査しています。
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●営農指導事業

●販売事業

生産部会員やファーマーズ会員を中心とした農家組合員への
営農指導をはじめ、生産基盤の整備促進や生産資材のコスト軽
減に向けて合計208百万円の営農改善費を支出しました。
営農アドバイザーによる出向く営農指導体制を強化し、栽培

指導・販売指導・経営支援などに努めました。
農業用ドローンを活用し、水田を中心とした一斉防除等を行

い、農家組合員の農作業の省力化に取り組みました。

ブランド力を生かした販売強化と販売事業における収支改
善に取り組みました。管内で生産される農産物をファーマー
ズマーケット各店舗へ流通させる物流網「販売物流プラット
フォーム」では、販路拡大と合わせ産地間リレーによる長期出
荷に取り組みました。
また、ファーマーズマーケット、インショップ、インターネッ

ト販売等を活用することでＪＡ直接販売を拡大し、市場手数料
や運賃等の出荷経費を削減することで農業所得向上に貢献する
とともに、地産地消の促進に取り組みました。
販売促進活動では、市場や量販店、県内外のイベントを通じ、

時季に見合った各地区の特産品の発信に取り組みました。

■営農アドバイザーによる営農指導

■ファーマーズマーケット

■ドローン農薬散布

■豊洲市場青果物宣伝会
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●購買事業

●生活文化事業

生産購買は、仕入価格の高値が継続するなか、肥料を中心に
予約率の向上に努め、組合員の費用負担軽減に取り組みました。
また、令和６年１月からＪＡポータルによる肥料とプライベー
ト商品の当用注文の受付を開始しました。
生活購買は、ギフトマルシェをはじめ特産米やプライベート

商品の営業活動により地域の農畜産物のPRと消費拡大に取り
組みました。
葬祭事業については、葬儀形態が多種多様に変化するなか、

組合員や地域の皆さまのご希望に沿った葬儀プランを多数ご用
意し、ニーズの多様化に対応しています。また、年金会員のPR
を行い、利用特典の周知に取り組みました。
ＬＰガス事業については、新規ご契約時の点検及び既存のお

客さまへの定期保安調査等による設備の改善を実施し、「安全・
安心」の提供と、ご契約者さまとの接点強化を図りました。

青壮年部は各地区の相互理解、部員の知識・見聞を深める活
動を実施し、各地区の部員が参加しやすいようにＷｅｂ配信形
式によるインボイス制度の勉強会、生産技術向上を目的とした
研修会を実施し、新しい制度や営農技術に対する知識を深めま
した。また、第70回全国青年大会では組織活動実績の部に東海
北陸ブロックの代表として優秀賞を受賞し、ＪＡふじ伊豆青壮
年部に力を与えてくれました。
女性部は地区ごと特色のある圃場やファーマーズマーケット

の視察、意見交換会や活動紹介などを実施することで相互理解
を深めました。また、女性部員の学習活動として、農協事業ヘ
の関心をもってもらい理解を深めるため、不動産相談課と連携
して「相続・遺言セミナー」を8地区で開催しました。また、
ＪＡふじ伊豆ホームページへ各地区の女性部活動を掲載し、活
動の発信を行いました。
農業祭・農協祭は、コロナ禍前の規模に戻して開催した地区

が多く、管内38会場で実施しました。天候にも恵まれ全体で約
10万人の方が来場され、多くのお客さまに満足していただきま
した。
福祉事業は伊豆太陽地区の『福祉相談センター』と三島函南

地区の『訪問介護ささえ愛』の2地区で居宅介護支援事業と、
訪問介護事業を行っています。また、『訪問介護ささえ愛』で
は三島市より委託を受け『三島市北上高齢者すこやかセンター』
を運営しています。この事業は高齢者の心身の健康保持や教養
の向上を図り、高齢者が介護を必要とする状態になることを予
防し、生きがいを見出すことを目的として施設の運営を行って
います。
高齢者が健康で明るく豊かに暮らせる生活を応援するため、

行政や関係団体と連携し、地域に密着したサービスを提供して
います。

■土壌診断に基づく施肥提案 

■全国青年大会に出場

■農業祭・農協祭
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●不動産相談事業

●信用事業

●共済事業

組合員の資産の保全、資産の運用、資産の有効活用を目的に事
業を展開しました。賃貸物件（アパート・駐車場・テナント）につい
ては、インターネットサイト、当ＪＡホームページ、土曜日営業等
による入居斡旋、物件紹介を行いました。
不動産相談（売買、活用、不動産事業承継）については、定期的に

相談会を開催し、相談体制の強化を図りました。

信用事業は、農業メインバンク機能発揮による農家所得の向
上と、組合員・利用者の資産形成・資産運用に寄与する金融サー
ビスを提供することを目指しました。農業・生活両面での資金
需要への対応及び最適な商品提案（ライフプランサポート）等
を通じて、組合員・利用者との関係強化を実現し、身近で頼れ
る組織として地域における一層の存在感を示しました。
融資については、営農部門と連携し農業融資の提案活動に努

めました。ローンセンターでは、ハウスメーカー等への営業活
動を強化し、住宅ローンの伸長を図りました。支店では、地
場住宅関連業者に対する営業活動や借換推進活動により、住宅
ローンをはじめとする生活関連ローンの融資残高の維持・拡大
に注力しました。
貯金については、合併１周年記念キャンペーンの実施及び年

金受給者向け定期貯金の推進により個人貯金増強を図りまし
た。また、年金受給者に対して「誕生日プレゼント」や「年金
感謝ウィーク」、年金メインイベントでは歌謡ショーを実施し
年金サービスを広くＰＲすることが出来ました。さらに、重要
取引先等への定期的な訪問と相談業務の強化、また、資産運用・
資産形成及び相続セミナーを各地区店舗で実施し、顧客本位に
基づく資産形成提案を行いました。
資金運用については、経済・市場動向の変化が激しいなか、

安全性と収益性を注意深く分析し、リスク管理の徹底を図るこ
とにより健全な運用に努めました。

共済事業は、ライフアドバイザー・スマイルサポーター（共
済担当者）を中心に３Q訪問活動（加入内容の説明やご家族の
保障点検、共済金の請求漏れ等を確認する活動）を基軸とした
フォロー活動や、ＪＡ共済アプリ・Ｗｅｂマイページ等デジタ
ル技術を活用したお役立ちコンテンツや各種サービスの提供に
よる新たな接点構築の取り組みを行いました。
また、組合員・利用者の生活を取り巻くさまざまなリスクに

備えるため、「ひと・いえ・くるま」の総合保障の提供により、
利用者満足度の向上及び事業基盤の強化に努めました。

■支店窓口

■ライフアドバイザーによる保障提案
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2 地域・文化への貢献と

１. 農業振興活動

農業振興

　ＪＡは、農業を基軸とした協同組織です。農業は地域の重要な産業であり、ＪＡは地域
農業を振興していくため、次のような事業・活動を展開しています。また地域環境、青少
年の教育などにも農業は有益と考え、農家組合員とともに地域の皆さまが農業とふれあう
機会を提供しています。

●ＪＡふじ伊豆自己改革実践計画の取り組み

●安全安心な農産物づくりへの取り組み

●農家後継者育成・新規就農者への支援

生産者の意見・要望を反映した品目別振興計画を基に主要６
品目（イチゴ・柑橘・ワサビ・水稲・花き・畜産）及び各地区
の特性を生かして生産振興を図っていく地域戦略品目21品目の
生産振興及び品質・収量の向上に取り組みました。
また、農業生産拡大、生産組織の基盤強化に向けた農業経営

の支援策として「あぐりチャレンジ事業」を実施し、合計で22
件16百万円を助成金として支出しました。
各地区の生産組織などからいただいた意見を基に、農業資材

高騰対策等の26件の要請を行いました。また、管内選出の県議
会議員との意見交換会を行い、生産組織からいただいた課題や
当組合の農業政策について認識の共有を図りました。
生産振興を支える支援施策として、農業経営の安定・発展に

むけ、1,051百万円の新規農業融資を実行しました。
生産から販売に係る労働力支援策として、農繁期の労働力を

確保するため無料職業紹介所「あぐりキューピッド」を展開し、
申請をいただいた111名により、収穫作業などの支援に取り組み
ました。

ファーマーズマーケット出荷者に対し、食品に関する諸法令、
生産履歴記帳等に関する研修を13回、HACCP衛生管理研修会
を３回実施し、農薬の適正利用・食品衛生に関する知識向上に
努めました。また、残留農薬自主検査671検体、食品表示検査
100検体を実施しました。

イチゴ・トマト・柑橘において行政と連携して地域受入連絡
会を設置し、令和５年度は６名のニューファーマー（新規就農
者）が産地の新たな担い手として就農しました。

■品目別振興計画主要品目「ワサビ」

■残留農薬検査

■ニューファーマー地域連絡会
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●地産地消への取り組み

●地域農業と触れ合う機会の提供

ファーマーズマーケットでは、毎月12日・22日を「ＪＡふじ
伊豆の日」と定め、地元で生産される農畜産物のＰＲや規格外
商品の販売会を実施しました。
また、青壮年部、女性部の食育イベントや、各地区での農業

体験イベントの開催により、地元の農畜産物への理解醸成につ
なげました。

青壮年部は、将来を担う子どもたちに各地区で、水稲・サツ
マイモ・イチゴ・ワサビ・シイタケ・落花生などの地域農産物
の栽培、収穫体験などを行っています。
女性部は、地域の子どもへのお弁当の提供やフードドライブ

などの助け合い運動や、料理教室・目的別活動などの各種女性
講座、食農教育活動など各地区特色ある活動を展開しています。
「静岡茶講座」を実施し、管内の小学校などで静岡茶のおいし
さや歴史等にふれ、急須でお茶を淹れて飲む愛飲習慣の定着を
図りました。また小学３年～６年生を対象とした「あぐりスクー
ル」を開催し、農業を通じて作物を栽培する大変さや収穫する
喜びを体験する機会を提供しています。
各地区の農業祭の運営・参画、ファーマーズマーケットや朝

市でのイベント開催等を通じ、農畜産物のＰＲ・消費拡大、そ
して生産者と消費者を結ぶ場を提供しています。

■田植え体験

■ワサビの収穫体験

■静岡茶講座

■農協祭・農産物品評会
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２. 地域貢献活動
　ＪＡは農業者を中心に地域の皆さまが組合員となって、お互いに助け合い、お互いに発
展していくことを共通の理念として運営される協同組織であり、農業・地域の活性化に資
する地域金融機関を目指しています。
　また、皆さまからお預かりした貯金等の資金は、資金を必要とする組合員や地域の皆さ
まなどにご融資し、農業、事業や暮らしのお手伝いをさせていただいています。
　ＪＡは金融ばかりでなく総合的に事業活動をしています。また、農業や地域の活動を通
じて、次のように地域社会・文化への貢献に努めています。

●交通安全宣言書の提出

●こども食堂へ野菜を寄付

秋の全国交通安全運動に合わせて、本店・各地区本部にて所
轄警察署へ「交通安全宣言書」を提出しました。役職員とその
家族が安全運転を宣言するもので、毎年実施し、交通安全機運
を高めています。令和5年度は、合計2,539世帯、6,666名分の署
名を提出しました。

三島函南地区では農福連携事業の一環で、三島市内のこども
食堂へ、寄付として令和６年１月より週に1回ファーマーズマー
ケット「みしまるかん」へ出荷された野菜の提供を始めました。
こども食堂は、孤食の子どもへの支援だけでなく、食育活動、

地域コミュニティの活性化にも寄与しており、重要な社会活動
として注目を浴びています。

⑴ 社会貢献情報

■交通安全宣言書提出

■こども食堂へ野菜を寄付
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●地域からの資金調達の状況

●地域への資金供給の状況

●文化的・社会的貢献に関する事項

●地域密着型金融への取り組み

　組合員をはじめ利用者の皆さまからお預かりした貯金の残高
は1兆8,259億20百万円です。資格別貯金等残高の内訳は右のグ
ラフのとおりです。

　組合員をはじめ利用者の皆さまへご融資した貸出金の残高は
4,484億86百万円です。資格別貸出金残高の内訳は右のグラフの
とおりです。

　将来を担う子どもたちに地元の素晴らしい農産物に対する誇
りを持ってもらい、農業に対する理解を深めてもらうことを目
的として、小中学校への出前授業の実施や地元の小学校等を対
象に特産品のミカン、米、茶、ワサビ、ミニトマトなどを寄贈
しました。

　地域農業者との結び付きを強化し、地域農業活性化のため、各種農業資金を提供するとともに、農業制
度資金の取り扱いを通じて、農業者の農業経営と生活をサポートしています。
　また、担い手金融担当者を設置し、営農部門と連携しながら担い手農業者に対する資金ニーズ等を把握
し、農業振興や資金対応を行うことに努めています。

⑵ 地域貢献情報

■ミカン寄贈（裾野市）

■青壮年部・ＪＡ職員による出前授業

1,392,328

1,825,920

433,592

63,557

448,486

384,928
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3 コンプライアンス・リスク管理等
への取り組み
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融 資 指 導 課

（令和６年７月１日現在）

4 当組合の概況
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地区名 組　　　　織　　　　名 構成員数 組　　　　織　　　　名 構成員数

部 農 会 20,991 女 性 部 4,328 

青 壮 年 部 454 農 業 青 色 申 告 会 948 

富士伊豆農協酪農ヘルパー利用組合 31 

伊　

豆　

太　

陽　

地　

区

伊 豆 太 陽 地 区 本 部 い ち ご 委 員 会 30 伊豆太陽地区本部TFPカーネーション共販部会 1 

伊 豆 太 陽 地 区 本 部 絹 さ や 部 会 24 伊豆太陽地区本部東部一般切り花部会 22 

伊 豆 太 陽 地 区 本 部 東 部 柑 橘 委 員 会 158 南 伊 豆 町 花 卉 園 芸 組 合 21 

伊 豆 太 陽 地 区 本 部 西 部 果 樹 委 員 会 7 伊豆太陽地区本部南中支店マーガレット部会 8 

伊 豆 太 陽 地 区 ハ ウ ス み か ん 部 会 12 伊豆太陽地区本部南中支店ストレリチア部会 9 

伊 豆 太 陽 地 区 ニ ュ ー サ マ ー 部 会 20 伊豆太陽地区本部南中支店ミリオ部会 3 

伊 豆 太 陽 地 区 有 機 農 法 部 会 35 伊豆太陽地区本部南中支店アガパンサス部会 3 

伊 豆 太 陽 地 区 は る ひ 部 会 39 伊 豆 太 陽 地 区 本 部 西 部 花 卉 委 員 会 3 

伊 豆 太 陽 地 区 キ ウ イ 部 会 8 伊 豆 太 陽 地 区 本 部 西 部 花 麦 部 会 15 

伊豆太陽地区本部○東わさび共販委員会 36 伊 豆 太 陽 地 区 本 部 野 ぶ き 部 会 38 

伊豆太陽地区本部中西部山葵共販委員会 36 伊 豆 太 陽 地 区 本 部 西 部 椎 茸 委 員 会 5 

伊豆太陽地区本部東部大田カーネ部会 5 伊豆太陽地区本部東部花卉共販委員会 40 

伊豆太陽地区本部東部HIKカーネーション共販部会 4 

資　格　区　分  令和4年度末
令　　和　　5　　年　　度

  令和5年度末
加　　　　入 脱　　　　退

正　組　合　員 41,350 902 1,480 40,772

准　組　合　員 121,868 4,830 3,558 123,140

合　　       計 163,218 5,732 5,038 163,912

２．組合員の状況

３．組合員組織の状況

（単位：人）

（令和6年3月31日現在）
（単位：人）

当組合の組合員が構成員である次の組織は、組合員の自主的な組織であり、組織の規則等の改廃は組織自
らが行い、運営や活動を行っています。
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地区名 組　　　　織　　　　名 構成員数 組　　　　織　　　　名 構成員数

三　

島　

函　

南　

地　

区

三 島 函 南 苺 委 員 会 23 三 島 函 南 ブ ロ ッ コ リ ー 組 合 34 

三 島 函 南 茄 子 組 合 8 三 島 函 南 カ リ フ ラ ワ ー 部 会 5 

み し ま メ ロ ン 部 会 5 三 島 枝 豆 出 荷 組 合 4 

三 島 馬 鈴 薯 部 会 62 ヤ マ ツ 葉 シ ョ ウ ガ 部 会 5 

三 島 函 南 里 芋 組 合 11 三 島 七 草 委 員 会 2 

三 島 甘 藷 部 会 8 イ タ リ ア 野 菜 研 究 会 11 

三 島 人 参 部 会 6 早 生 玉 葱 部 会 12 

三 島 大 根 部 会 3 加 工 玉 ね ぎ 部 会 4 

三 島 レ タ ス 組 合 6 三 ツ 谷 エ コ 玉 ね ぎ 部 会 4 

箱 根 レ タ ス 組 合 6 塚 原 梅 部 会 2 

函 南 し き み 組 合 8 三 島 函 南 マ ン ゴ ー 部 会 2 

三 島 函 南 花 卉 園 芸 組 合 13 佐 野 ま ご こ ろ く ら ぶ 3 

三 島 き の こ 組 合 7 ミ ニ ト マ ト 部 会 12 

三 島 函 南 製 茶 組 合 6 函 南 水 耕 ト マ ト 組 合 5 

三島函南地区ファーマーズ運営協力会 291 函 南 蕎 麦 生 産 部 会 20 

三 島 函 南 エ コ キ ャ ベ ツ 部 会 5 三 島 函 南 酪 農 委 員 会 10 

三 島 ト マ ト 部 会 14 三 島 函 南 酪 農 婦 人 部 会 5 

函 南 ト マ ト 組 合 7 三 島 函 南 養 豚 部 会 3 

三 ツ 谷 白 菜 出 荷 組 合 9 三 島 函 南 繁 殖 和 牛 部 会 4 

三 島 セ ル リ ー 組 合 8 三 島 函 南 受 精 卵 移 植 協 議 会 14 

函 南 西 瓜 組 合 8 三 島 函 南 肉 牛 委 員 会 4 

函 南 秋 冬 野 菜 部 会 6 貸 家 部 会 95 

箱 根 西 麓 の う み ん ず 5 

伊　

豆　

の　

国　

地　

区

伊 豆 の 国 苺 委 員 会 137 生 椎 茸 出 荷 組 合 23 

伊 豆 の 国 果 菜 委 員 会 58 韮 山 農 産 物 直 売 組 合 350 

伊 豆 ミ ニ ト マ ト 組 合 3 修 善 寺 農 産 物 直 売 組 合 268 

伊 豆 の 国 施 設 園 芸 出 荷 組 合 9 土 肥 農 産 物 直 売 組 合 50 

伊 豆 温 室 メ ロ ン 組 合 5 戸 田 柑 橘 部 会 28 

伊 豆 の 国 田 中 山 干 し 大 根 組 合 7 土 肥 枇 杷 研 究 会 23 

田 中 山 春 大 根 出 荷 組 合 3 伊 豆 の 国 わ さ び 委 員 会 309 

田 中 山 西 瓜 組 合 23 戸 田 し き み 部 会 15 

伊 豆 の 国 柿 委 員 会 60 伊 豆 の 国 酪 農 委 員 会 6 

土 肥 畑 ワ サ ビ 出 荷 組 合 21 伊 豆 の 国 受 精 卵 移 植 協 議 会 8 

土 肥 花 卉 生 産 組 合 7 伊 豆 の 国 肉 牛 委 員 会 4 

し い た け 委 員 会 75 
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地区名 組　　　　織　　　　名 構成員数 組　　　　織　　　　名 構成員数

あ
い
ら
伊
豆
地
区

あ い ら 伊 豆 蔬 菜 部 会 22 あ い ら 伊 豆 い ち じ く 部 会 6 

あいら伊豆蔬菜部会クッキングトマト部 11 あ い ら 伊 豆 花 木 部 会 19 

伊 東 共 選 場 柑 橘 出 荷 運 営 委 員 会 7 伊 東 わ な の 会 63 

熱 海 ワ ナ の 会 34 ファーマーズマーケットいで湯っこ市場出荷者協議会 303 

あ い ら 伊 豆 柑 橘 部 会 38 JAふじ伊豆あいら伊豆レモン研究会 5 

あ い ら 伊 豆 キ ウ イ フ ル ー ツ 部 会 13 資 産 運 用 研 究 会 48 

な　

ん　

す　

ん 

地　

区

ぬ ま づ 茶 業 連 合 会 130 裾 野 露 地 野 菜 部 会 18 

ぬ ま づ 荒 茶 共 販 委 員 会 22 長 泉 白 葱 部 会 22 

西 浦 柑 橘 出 荷 部 会 338 沼 津 ね が た 白 ね ぎ 部 会 20 

な ん す ん 耕 種 部 会 186 長 泉 大 和 芋 部 会 18 

な ん す ん ト マ ト 部 会 7 裾 野 大 和 芋 部 会 23 

な ん す ん 枝 豆 部 会 7 な ん す ん キ ン カ ン 部 会 5 

長 泉 メ ロ ン 部 会 4 裾 野 芝 生 産 グ ル ー プ 10 

裾 野 い ち ご 組 合 9 裾 野 そ ば 部 会 15 

な ん す ん キ ウ イ 研 究 会 6 沼 津 大 中 寺 い も 部 会 27 

長 泉 四 ッ 溝 柿 部 会 18 なんすん地区ファーマーズ運営協力会 4 

な ん す ん 花 卉 部 会 20 あ し た か 牛 推 進 協 議 会 5 

裾 野 緑 花 部 会 25 な ん す ん 酪 農 委 員 会 7 

な ん す ん 玉 葱 部 会 21 な ん す ん 肉 牛 委 員 会 9 

な ん す ん プ チ ヴ ェ ー ル 部 会 18 貸 家 貸 地 部 会 283 

御

殿

場

地

区

北 駿 種 子 生 産 組 合 16 フ ァ ー マ ー ズ 御 殿 場 出 荷 者 協 議 会 458 

御 殿 場 ・ 小 山 エ コ 栽 培 米 出 荷 組 合 48 や ま と い も 生 産 組 合 7 

御殿場小山中核農業者協議会施設園芸部会 7 御 殿 場 肥 育 牛 部 会 4 

御殿場小山さつまいも加工品生産組合 38 御 殿 場 養 豚 部 会 3 

御 殿 場 小 山 と う も ろ こ し 出 荷 組 合 18 御 殿 場 酪 農 部 会 8 

御 殿 場 小 山 水 か け 菜 生 産 組 合 28 御 殿 場 酪 農 婦 人 部 会 10 

御 殿 場 キ ウ イ フ ル ー ツ 出 荷 組 合 22 農 住 部 会 29 

御 殿 場 山 葵 組 合 18 資 産 保 全 管 理 部 会 104 
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地区名 組　　　　織　　　　名 構成員数 組　　　　織　　　　名 構成員数

富　　

士　　

地　　

区

富 士 地 区 苺 部 会 30 富 士 地 区 キ ャ ベ ツ 出 荷 組 合 14 

元 吉 原 水 稲 部 会 32 富 士 地 区 洋 菜 部 会 53 

富 士 地 区 吉 原 東 水 稲 部 会 17 富 士 地 区 柑 橘 部 会 152 

稲 作 部 会 吉 永 10 富 士 地 区 富 士 川 キ ウ イ 部 会 34 

富士伊豆農業協同組合第２原田稲作組合 3 富 士 地 区 い ち じ く 部 会 9 

富 士 地 区 茶 業 部 会 91 富 士 地 区 梨 部 会 47 

富 士 地 区 岩 松 茶 生 葉 組 合 6 富 士 地 区 富 士 川 銀 杏 生 産 組 合 9 

富 士 岩 松 地 区 自 園 自 製 製 茶 組 合 4 富 士 地 区 ブ ル ー ベ リ ー 部 会 9 

富 士 地 区 荒 茶 共 販 委 員 会 25 富 士 地 区 し き み 部 会 42 

茶 レ ン ジ ャ ー 製 造 部 会 7 富 士 地 区 花 木 部 会 11 

富 士 地 区 鷹 岡 製 茶 業 者 組 合 8 J A ふ じ 伊 豆 伝 法 支 店 花 卉 部 会 5 

富 士 地 区 枝 物 部 会 6 J A ふ じ 伊 豆 富 士 わ さ び 苗 生 産 部 会 12 

富 士 地 区 富 士 川 農 業 技 術 研 究 会 7 富 士 市 産 直 市 部 会 598 

富士伊豆農協伝法支店農業経営研究会 7 貸 家 組 合 108 

富 士 地 区 農 業 ア カ デ ミ ー 部 会 16 

富

士

宮

地

区

富 士 宮 苺 部 会 5 富 士 宮 四 つ 溝 柿 部 会 8 

う 宮 米 生 産 販 売 協 議 会 18 富 士 宮 銀 杏 部 会 7 

富 士 宮 茶 業 委 員 会 45 富 士 宮 花 木 部 会 4 

富 士 宮 荒 茶 共 販 委 員 会 21 富士宮ファーマーズマーケット出荷者協議会 470 

富 士 宮 加 工 野 菜 部 会 11 富 士 宮 酪 農 部 会 16 

富 士 宮 さ つ ま い も 部 会 29 財 産 研 究 会 63 

富 士 宮 落 花 生 部 会 40 
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４．役員の状況

５．職員の状況

（役員・職員の報酬について）

（令和６年７月１日現在）

（単位：人）

役　職　名 常 勤 ・
非 常 勤

代表権の
有　　無 氏　　　名 役　職　名 常 勤 ・

非 常 勤
代表権の
有　　無 氏　　　名

理

事

会　　長 非常勤 無 鈴 木 正 三

理

事

非常勤 無 榊󠄀 　 克 裕
代表理事 
組 合 長 常　勤 有 梶 　 毅 非常勤 無 佐　野　むつみ
代表理事 
専　　務 常　勤 有 藤 沼 和 明 非常勤 無 髙 島 英 師

常務理事 常　勤 無 遠 藤 誠 一 非常勤 無 藤 井 　 誠

常務理事 常　勤 無 髙 木 　 力 非常勤 無 山 口 正 宏

常務理事 常　勤 無 松 下 尚 之 非常勤 無 秋 山 勝 英

常務理事 常　勤 無 石 井 正 昭 非常勤 無 伊　奈　久仁子

常務理事 常　勤 無 大 村 幸 広 非常勤 無 大 川 泰 秀

非常勤 無 櫻 井 雄 司 非常勤 無 勝 又 勝 彦

非常勤 無 飯 田 喜 隆 非常勤 無 佐 野 直 樹

非常勤 無 岡 田 晃 一 非常勤 無 佐　野　良一郎

非常勤 無 辻 　 洋 幸 非常勤 無 鈴 木 重 喜

非常勤 無 勝 又 俊 宣 非常勤 無 髙 橋 寿 和

非常勤 無 小 林 貞 彦 非常勤 無 福 島 初 代

非常勤 無 稲 村 康 弘

監

事

代表監事 非常勤 服 部 敏 淳

非常勤 無 勝 又 道 正 常勤監事 常　勤 宮城島　　　豊

非常勤 無 小宮山　光　文 常勤監事 常　勤 齋 藤 惣 吉

非常勤 無 佐 野 智 信 非常勤 鈴 木 明 浩

非常勤 無 清 　 信 昭 非常勤 佐 野 光 正

非常勤 無 籾 山 好 実 非常勤 落 合 孝 敏

非常勤 無 渡 邉 　 偉 非常勤 鈴 木 　 満

非常勤 無 今 橋 　 勝 非常勤 齋 藤 浩 一

非常勤 無 井 出 剛 志 員外監事 非常勤 大 沼 隆 芳

非常勤 無 菊　池　喜代治 合　　　計 47名（うち女性3名）

令和元年度末 令和2年度末 令和3年度末 令和4年度末 令和5年度末

正 職 員 392 394 1,908 1,817 1,696

正職員に準ずる者 45 37 369 476 508

合 　 　 　 計 437 431 2,277 2,293 2,204

注：「正職員に準ずる者｣とは、正職員に準ずる身分（労働条件）で、雇用期間が概ね1年以上継続している者を表します。
　　 なお、上記の人数の中には、臨時的･季節的雇用者は含んでおりません。
　　 また、期末退職者（3月31日付け）は上記の期末人数に含めておりません。

　当ＪＡの役員報酬については、報酬総額を正組合員等が構成員の審議会の答申に基づき、毎年度総代会で決定され、役員
個別報酬額は責任等に応じ理事会等で決定しています。また退職慰労金はあらかじめ総代会で決められた基準に従い、支払
年度の総代会で決定しています。いずれの報酬も業績により連動する体系ではなく賞与等や割増退職金制度はありません。
　職員の給与は給与規程で規定していますが、年額報酬で当ＪＡの常勤役員報酬の平均を超える重要な職員はおりません。
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６．沿革・歩み

令和　４年　４月 静岡県東部地区８ＪＡが合併し、富士伊豆農業協同組合発足

９月 あいら伊豆地区本部及び宇佐美支店新装オープン

１０月 みしまるかんオープン

１２月 伊豆太陽地区本部及び下田支店新装オープン

伊豆の国地区本部及び韮山支店新装オープン

令和　５年　１月 ふじのみや資材館オープン

すその富岡支店及びすその営農経済センター新装オープン

２月 御殿場肥料倉庫竣工
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７．店舗・地区等の状況

　⑴地区
当ＪＡは、沼津市、熱海市、三島市、富士宮市、伊東市、富士市、御殿場市、下田市、裾野市、伊豆
市、伊豆の国市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町、清水町、長泉町、小山
町を地区としています。

　⑵店舗等
（令和６年７月１日現在）

店　　　舗　　　名 住　　　　　　　所 電話番号 ATM設置台数

本 　 　 店 沼津市下香貫字上障子415-1 055-931-3131 
（代　表）サ テ ラ イ ト 本 店 沼津市三芳町2-1（沼津農業会館）

な

ん

す

ん

地

区

な ん す ん 地 区 本 部 沼津市下香貫字上障子415-1 055-933-7008　

静 浦 支 店 沼津市獅子浜52 055-931-3053 1

大 平 支 店 沼津市大平1816-1 055-931-1219 1

大 岡 支 店 沼津市大岡2431 055-921-0459 2

金 岡 支 店 沼津市東熊堂600-1 055-921-4456 2

愛 鷹 支 店 沼津市東原337-2 055-966-2491 2

浮 島 支 店 沼津市平沼545-2 055-966-2050 1

原 支 店 沼津市原349-3 055-966-0600 2

光 長 寺 前 支 店 沼津市岡宮1071-1 055-922-6100 1

西 浦 み か ん 支 店 沼津市西浦平沢6-4 055-942-2121 1

山 王 通 り 支 店 沼津市平町6-18 055-951-0315 1

沼 津 支 店 沼津市下香貫字上障子415-1 055-931-0455 2

片 浜 支 店 沼津市大諏訪247-4 055-962-0457 1

清 水 支 店 駿東郡清水町堂庭202 055-975-4723 2

徳 倉 支 店 駿東郡清水町徳倉977-1 055-931-5047 2

長 沢 支 店 駿東郡清水町長沢706-1 055-971-6024 1

長 泉 支 店 駿東郡長泉町下土狩1029-1 055-986-1850 1

下 土 狩 支 店 駿東郡長泉町下土狩1293-1 055-986-5575 2

ゆ う す い 支 店 駿東郡清水町伏見639-1 055-972-2522 2

中 土 狩 支 店 駿東郡長泉町中土狩878-4 055-987-2232 1

納 米 里 支 店 駿東郡長泉町納米里78-5 055-987-9717 1

す そ の 富 岡 支 店 裾野市御宿690 055-997-1226 2

裾 野 西 支 店 裾野市伊豆島田711-1 055-992-2140 1

泉 支 店 裾野市平松453 055-992-2020 3

深 良 支 店 裾野市深良657 055-997-0065 1

須 山 支 店 裾野市須山1593-1 055-998-0003 1

32

当組合の概況



店　　　舗　　　名 住　　　　　　　所 電話番号 ATM設置台数

伊 

豆 

太 

陽 

地 

区

伊 豆 太 陽 地 区 本 部 下田市東本郷1-12-8 0558-23-6000　

稲 取 支 店 賀茂郡東伊豆町稲取2804 0557-95-1211 1

河 津 桜 支 店 賀茂郡河津町笹原341 0558-32-0303 1

熱 川 支 店 賀茂郡東伊豆町奈良本241 0557-23-1255 1

下 田 北 支 店 下田市河内404-1 0558-22-0319 1

白 浜 支 店 下田市白浜1259-6 0558-22-0861 1

下 田 支 店 下田市東本郷1-12-8 0558-22-0814 1

竹 麻 支 店 賀茂郡南伊豆町青市1027-1 0558-62-0305 1

南 中 支 店 賀茂郡南伊豆町上賀茂5-1 0558-62-0511 1

松 崎 支 店 賀茂郡松崎町江奈171-1 0558-42-0119 1

仁 科 支 店 賀茂郡西伊豆町仁科1296-1 0558-52-0036 1

宇 久 須 支 店 賀茂郡西伊豆町宇久須424-1 0558-55-0236 1

三

島

函

南

地

区

三 島 函 南 地 区 本 部 三島市谷田字城の内141-1 055-971-8211　

三 島 支 店 三島市谷田字城の内141-1 055-971-8214 2

北 上 支 店 三島市幸原町1-13-19 055-986-3000 2

中 郷 支 店 三島市中島269-1 055-977-1430 1

大 社 前 支 店 三島市大宮町3-6-5 055-975-0093 2

新 谷 支 店 三島市新谷155-8 055-972-5757 1

函 南 支 店 田方郡函南町大土肥50 055-978-2580 3

仁 田 支 店 田方郡函南町仁田181-1 055-978-2582 2

伊

豆

の

国

地

区

伊 豆 の 国 地 区 本 部 伊豆の国市四日町241-1 055-949-3211　

韮 山 支 店 伊豆の国市四日町241-1 055-949-1342 2

長 岡 支 店 伊豆の国市長岡1117-1 055-948-1335 1

江 間 支 店 伊豆の国市南江間800-1 055-948-6060 1

田 中 支 店 伊豆の国市田京295-1 0558-76-1388 2

南 部 支 店 伊豆の国市南條802 055-949-3217 1

戸 田 支 店 沼津市戸田1306-1 0558-94-3006 1

土 肥 支 店 伊豆市土肥469-1 0558-98-1038 1

修 善 寺 支 店 伊豆市柏久保634-5 0558-72-0134 2

狩 野 支 店 伊豆市青羽根140-3 0558-87-0400 1

八 幡 支 店 伊豆市八幡756-1 0558-83-0029 2
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店　　　舗　　　名 住　　　　　　　所 電話番号 ATM設置台数

あ

い

ら

伊

豆

地

区

あ い ら 伊 豆 地 区 本 部 伊東市宇佐美1641-1 0557-48-9300　

富 士 見 支 店 伊東市玖須美元和田730 0557-37-3208 1

吉 田 支 店 伊東市吉田349 0557-45-0679 1

伊 東 支 店 伊東市桜ガ丘2-2-10 0557-37-7140 2

荻 支 店 伊東市荻154-1 0557-37-2958 1

伊 豆 高 原 支 店 伊東市八幡野1189-163 0557-53-0016 1

宇 佐 美 支 店 伊東市宇佐美1641-1 0557-48-9301 2

下 多 賀 支 店 熱海市下多賀894-1 0557-68-3111 2

熱 海 支 店 熱海市小嵐町1-23 0557-82-3188 1

御

殿

場

地

区

御 殿 場 地 区 本 部 御殿場市茱萸沢5 0550-82-2800　

富 士 岡 支 店 御殿場市中山483-7 0550-87-1012 2

神 山 支 店 御殿場市神山853-1 0550-87-0009 2

竈 支 店 御殿場市竈1032 0550-82-0722 1

原 里 支 店 御殿場市永塚350-1 0550-89-0252 2

印 野 支 店 御殿場市印野1666 0550-89-0649 1

玉 穂 支 店 御殿場市茱萸沢691 0550-89-0223 2

御 殿 場 支 店 御殿場市二枚橋251-5 0550-82-0256 2

新 橋 支 店 御殿場市新橋1962-1 0550-82-2565 1

高 根 支 店 御殿場市山尾田138-2 0550-82-1001 1

北 郷 支 店 駿東郡小山町一色333-1 0550-78-0334 2

足 柄 支 店 駿東郡小山町竹之下247-1 0550-76-0278 1

小 山 支 店 駿東郡小山町藤曲56-3 0550-76-4600 1

ぐ み ざ わ 支 店 御殿場市茱萸沢5 0550-82-2830 2

は な み ず き 支 店 御殿場市東田中2-10-1 0550-84-5522 2
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店　　　舗　　　名 住　　　　　　　所 電話番号 ATM設置台数

富

 

士

地

 

区

富 士 地 区 本 部 富士市青島200-1 0545-51-2121

富 士 中 央 支 店 富士市青島200-1 0545-51-2122 1

元 吉 原 支 店 富士市田中新田262-1 0545-33-0730 1

須 津 支 店 富士市中里1143-2 0545-34-0810 2

原 田 支 店 富士市原田178-1 0545-52-1945 1

今 泉 支 店 富士市今泉2-6-47 0545-52-1800 2

富 士 北 支 店 富士市一色500-11 0545-21-1181 2

島 田 支 店 富士市津田町120 0545-52-0201 1

伝 法 支 店 富士市伝法2800-1 0545-52-5110 2

大 渕 支 店 富士市大淵2892-5 0545-35-0205 2

鷹 岡 支 店 富士市鷹岡本町1-3 0545-71-2200 1

天 間 支 店 富士市天間642-1 0545-71-2203 1

丘 支 店 富士市厚原2312-7 0545-71-4452 2

吉 永 支 店 富士市比奈1448 0545-34-0815 2

富 士 支 店 富士市水戸島187-1 0545-61-3080 3

竪 堀 支 店 富士市松本12-1 0545-61-9166 2

田 子 浦 支 店 富士市中丸758-1 0545-61-2811 2

岩 松 支 店 富士市松岡2392-1 0545-61-0960 2

橋 下 支 店 富士市松岡1078 0545-61-0916 1

富 士 川 支 店 富士市中之郷724 0545-81-1025 1

富

士

宮

地

区

富 士 宮 地 区 本 部 富士宮市外神東町117 0544-58-0001　

富 士 宮 北 部 支 店 富士宮市村山1510 0544-26-5168

大 宮 支 店 富士宮市錦町4-4 0544-26-3177 1

富 士 宮 富 丘 支 店 富士宮市青木326-1 0544-26-5171 1

北 山 支 店 富士宮市北山1529-15 0544-58-0456 1

白 糸 支 店 富士宮市原1886 0544-54-0012 1

上 野 支 店 富士宮市下条438-1 0544-58-0567 1

富 士 根 支 店 富士宮市西小泉町55-1 0544-26-2183 2

富 士 宮 中 央 支 店 富士宮市外神東町117 0544-58-5300 2

富 士 宮 東 支 店 富士宮市弓沢町197-3 0544-26-8120 2

芝 川 支 店 富士宮市長貫1095-18 0544-65-0900 1

柚 野 支 店 富士宮市大鹿窪198-2 0544-66-0111 1

なお、上記以外に店外設置のＡＴＭを24台設置しております。
また、農業振興・経済事業の施設として、営農経済センター、農業機械センター、葬祭センター、ファーマーズマーケッ
ト、選果場、集出荷場、ライスセンター、製茶工場、土壌・農薬分析センター、パッケージセンター等、さまざまな施
設を保有しております。
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●営農指導事業

●販売事業

持続可能な農業を維持するため、営農アドバイザーを中心に生
産部会や、農家組合員の生産指導、経営支援に努めています。また、
生産資材の助成措置である『あぐりサポート事業』、生産組織の
基盤強化に向けた『あぐりチャレンジ事業』を実施しています。
この他、労働力支援のために開設した無料職業紹介所『あぐり

キューピッド』では、生産者への労働力支援のサポートを行って
います。
消費者の信頼やニーズに応じ、安全・安心な農産物を食卓へお

届け出来るよう、生産履歴の検証や残留農薬検査を実施し、安全
性の確保に努めています。

管内で生産される様々な農畜産物を集荷し、県内外の市場へ出
荷、販売物流プラットフォームを活用した買取販売による市場外
流通の拡大に取り組んでいます。
また、ファーマーズマーケットによる店頭販売、インショップ

販売、インターネット販売など、多様な販売チャネルを活用し消
費拡大や農業所得向上に取り組んでいます。
地産地消の促進では、学校給食への食材提供をはじめ、各種イ

ベントの開催や参加を通じて管内農畜産物のＰＲ活動に取り組ん
でいます。
管内全域で生産された多種多様な農畜産物の強みを生かし、有

利販売に繋げています。

持続可能な農業を維持し、農業経営をサポート

管内農畜産物の販売を拡大

■あぐりチャレンジ事業・マルチパワーカッター導入

■あぐりチャレンジ事業・自動定植機導入

■管内農畜産物ＰＲ活動の様子

■学校給食への食材の提供

●農業関連事業

5 事業のご案内
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●購買事業

●生活文化事業

●資産相談事業

購買事業では、安全・安心な農作物の生産を目指し土壌診
断に基づく適正な施肥や防除指導により、肥料農薬などの生
産資材を組合員の皆さまに提案しています。また、管内の特
産米やお茶、柑橘等を利用した加工品などのプライベート商
品の販売を通じ、組合員の農業所得の向上に取り組んでいま
す。
農業機械事業では、農家組合員の作業の効率化及び労働力

低減を目的に各地区で展示会を開催し、多種多様な農業機械
を提案しています。
ＬＰガス事業では、プロパンガスの24時間監視システム設

置軒数の増加を図り、安全面を強化しています。また、新規
ご契約時の点検及び定期保安調査等による設備の改善を実施
し、「安全・安心」の提供をできるように取り組んでいます。
葬祭事業では、組合員や地域の皆さまに広くご利用いただ

けるように、事前相談会を実施し、様々なご要望に沿えるよ
う努めています。また、大規模用葬儀ホールから家族葬専用
ホールまで大小様々な会場を完備し、きめ細やかなサポート
と安心で低価格なご葬儀を提供しています。

次世代を担う子どもたちに食の大切さや農の役割について
理解してもらうため、青壮年部や女性部が中心となり、８地
区の特色あふれる食農教育活動を展開しています。
また、助け合い活動や福祉活動などを通して地域の皆さま

と交流を深め、豊かな社会づくりに貢献しています。

相続相談、農地等の活用、資産運用など農家組合員・利用
者の資産に関する総合的な相談に対して対策・提案を行い、
金融相談課、不動産相談課、不動産相談センターにより総合
的な相談支援体制を構築し、組合員の相談に対応しています。

安全・安心な農業生産と豊かな生活環境づくりをサポート

食農教育や地域の助け合いを促進

組合員の資産を守り次代へつなぐ総合的な相談機能の充実

■農業機械展示会

■女性部こども食堂

■相続相談
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●貯金業務

●融資業務

組合員をはじめ、地域の皆さまが目的にそって適切に貯蓄い

ただけるよう、金額・期間に対応したさまざまな貯金商品を取

り揃え、貯蓄のご相談や金利の情報提供を行い、皆さまの貯蓄

をサポートしています。

このほか、給与・年金等の受け取りや公共料金などの各種自

動振替等を行っています。

組合員・地域の皆さまの暮らしや経営に必要な資金をご融資しています。

マイホームの購入・リフォーム、お子さまの教育や結婚、車の購入、旅行、農業運転資金や設備資金等、

皆さまの多様なニーズにお応えしています。また、ローンセンターでは土日営業を行い、各種ローンの相談

をお受けしています。

安全・確実に、貯蓄をサポート

各種資金の幅広いニーズにお応えします

●信用事業

地域の皆さまから選ばれる金融機関として、また、より信頼されるＪＡバンクとして、ＪＡ·信連・農林

中金が一体となった取り組みを行っています。

管内には105店舗を配し、豊かな暮らしのパートナーとして貯金やローン商品を幅広く揃え、きめ細かな

サービスで金融商品、金融情報を提供しています。

また、年金・税務・ローン・相続等の相談、各種金融商品の運用相談等に幅広くお応えしています。

コンプライアンスに基づいた経営、不良債権や資金運用に対するリスク管理を徹底し、財務の健全性確保

に努め、地域密着型の金融機関として豊かな社会づくりに貢献するＪＡバンクを目指しています。

豊かな社会づくりに貢献する
JAバンク
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●為替業務

●国債・投資信託の窓口販売

●サービス・その他業務

内国為替の取り扱いにより、全国のＪＡ店舗及び全国の都銀、

地銀、信金、ゆうちょ銀行等金融機関の各支店をネットワーク

で結び、当ＪＡ各支店窓口より全国の金融機関に振込、送金、手

形・小切手の取立等を行い、迅速な資金移動をバックアップし

ています。

国債・投資信託の窓口販売を行い、資金運用に対するさまざ

まなご要望にお応えします。

貸金庫の取り扱いや全国のＪＡ、金融機関、コンビニエンスス

トアとの提携によるキャッシュサービスを行っています。

また、ＪＡから生まれたクレジットカード「ＪＡカード」はETC

の取り扱いや車のトラブルに対応するロードサービス機能、海

外旅行傷害保険サービス・ショッピングパートナー保険サービ

スの自動付帯等、大きな安心と多彩なサービスを提供し、国内

はもとより世界各地でご利用いただいています。

その他、ＪＡネットバンクサービスにより、スマートフォンや

パソコン等による振込、振替、照会サービスをご利用いただけ

ます。これらＪＡの機能サービスにより経理事務の合理化・省力

化にお役立ていただくとともに、組合員・地域の皆さまに多く

の利便性を提供するよう努めています。

安全・確実・迅速な資金移動をバックアップ

■ＡＴ M

■貸金庫
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● JA 共済の仕組み

●共済事業

ＪＡ共済は、相互扶助の精神のもとに農家の営農と生活を守り、ひと・いえ・くるまの総合保障の提供を

中心とした事業活動を通じて、組合員・利用者の皆さまの生活を支えています。

万一の病気や災害に備えて、相互扶助によりトータルに保障することで、農業経営や生活の安定を目指す

ための幅広い保障を提供しています。

ＪＡとＪＡ共済連がそれぞれの役割を担い、組合員・利用者の皆さまに「ひと・いえ・くるまの総合保障

の提供」を行っています。

もしものとき…
大切なものをお守りします
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・万一の保障に万全な「終身共済」「養老生命共済」「定期生命共済」
・一生涯の万一保障に生前贈与の機能をプラスした「生存給付
特則付一時払終身共済」
・三大疾病や生活習慣病などに備えられる「特定重度疾病共済」
・がん治療に係る大きな負担をサポートする「がん共済」
・お子さまの将来のための教育資金対策に、こども共済「にじ」
「えがお」「学資応援隊」
・老後資金の備えに、年金額が増加する楽しみもある予定利率
変動型年金共済「ライフロード」
・一生涯にわたって備えられる介護・認知症保障「介護共済」
「認知症共済」
・身体の障害状態を幅広く保障する生活障害共済「ささエール」
・日帰り入院からまとまった一時金が受け取れる新しい医療共
済「メディフル」

さまざまなライフサイクルに合わせた総合保障を提供しています。

大切なお住まいや貸家・マンション等の営業用建物及び家財・
営業用什器備品が、万一の火災や自然災害により被害を受けたと
きに幅広く保障されます。建物更生共済「むてきプラス」は、自
然災害の保障がさらに拡充し、また、家財家具の保障については、
実損てん補（付保割合にかかわらず、加入額を限度に損害額を保
障）方式にかわり、拡充した保障の提供をしています。

自動車事故に万全な保障内容「クルマスター」を提供していま
す。本格的なリスク細分型自動車共済により、契約者のニーズに
合った保障を選択できます。夜間・休日の事故対応も万全な「ＪＡ
共済夜間・休日フリーダイヤル」により全国どこからでも受け付
けでき、快適なカーライフをサポートしています。

生命系共済加入者を対象に健康管理支援としての人間ドックの
一部助成、契約者遺児に対する入学祝などを行っています。

「こども倶楽部」では、若い世代の皆さまに対して情報の発言や
イベントを開催し、次世代層に向けたファンづくりを実施してい
ます。

ひと・いえ・くるま　暮らしのすべての保障をご用意しています

●生命総合共済　ひとと暮らしをサポート

●建物更生共済　いえと家財の被害をサポート

●自動車共済　カーライフをサポート

●加入者サービス　加入者の健康管理をサポート

●地域貢献活動　安心して暮らせる環境づくりをサポート
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●「JAバンク基本方針」について
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